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一般会計
歳入・歳出とも　2億5012万1千円 追加

（全員賛成）
可 決

一般会計
歳入・歳出

（全員賛成）
決算認定

平成30年　第３回定例会
　平成３０年第３回定例会は、９月４日から１９日までの１６日間開かれました。
本議会において、諸般の報告、委員長報告などが行われ、任命同意１件、条例制定１件、条例改
正２件、補正予算５件、決算認定６件、剰余金処分１件及び意見書１件ほか、計１９件を一部委
員会に付託して慎重に審議、討論、採決を行い、すべて原案通り可決・承認いたしました。
　一般質問では、９月５日に計５人の議員が登壇し、町政について論戦を行いました。

水道事業会計　総収益　3億768万円　　支出　2億6260万円　　純利益　4508万円
　　　　　　　資本的収入　336万円　資本的支出総額　1億4554万円
　　　　　　　　不足分、約1億4千万円は損益勘定留保資金で補填

主な繰越事業・・・心の杜空調施設整備事業、産地パワーアップ事業、松瀬川水流線道路改良事業、
　　　　　　　　南ヶ丘山ノ口線道路改良事業、倉谷地区排水路整備事業など

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介 護 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業

30億3956万円

4億2553万円

16億2994万円

1267万円

28億2038万円

4億2232万円

15億5216万円

1067万円

95.2％

98.8％

95.5％

86.7％

会計名 歳　入 歳　出 ※執行率

特別会計・水道事業会計決算認定（全員賛成）

・自主財源　38.3％（31億9224万3千円）　前年度35.0％
・依存財源　61.7％（51億4589万円）　　  前年度65.0％

（万円未満切捨て）

※前年度比0.6％の増額予算

※実質収支額（上記決算差引額から翌年度繰越財源3205万6千円を差し引いた額）

72億5500万円

10億808万6千円

82億6308万6千円

当初予算

国庫補助などの補正

最終予算

83億3813万3千円

81億68万円

2億3745万3千円

歳　　　  入

歳　　　  出

差　引　額

予算規模 決算額
（千円未満切捨て）

主な歳入 主な事業

町 税

県支出金

町 債

繰 入 金

繰 越 金

8635万6千円

4415万7千円

1970万円

3015万3千円

5539万6千円

追加

追加

追加

追加

追加

林道など林業用施設災害復旧

道路・河川など公共土木施設災害復旧

ブランディングプロジェクト事業 ※1

とびだせプロジェクト事業 ※2

乙島シャワー室整備
　　　　乙島太陽熱温水器設置

自主防災組織活動助成

3750万円

1800万円

357万1千円

194万2千円

469万5千円

150万円

決　

算　

審　

査

補　

正　

予　

算

30年度 補正予算

平成29年度決算

総額 77億6412万1千円

特別会計補正予算可決（全員賛成）特別会計補正予算可決（全員賛成）

歳入歳出に2億917万8千円を追加
歳入歳出  総額25億9868万6千円
主な歳入
　29年度繰越金　　　　　2億917万8千円
主な歳出
　国、県への償還金　　　　2359万4千円
　一般会計への繰出金　　　1077万4千円
　予備費　　　　　　　　　1億7454万円

歳入歳出に489万6千円を追加
歳入歳出  総額4億3402万円
主な歳入
　一般会計から繰入・国庫支出金　408万1千円
主な歳出
　システム改修・広域連合納付金　374万7千円

歳入歳出に9083万5千円を追加
歳入歳出  総額16億6409万8千円
主な歳入
　繰越金  　　　　7478万1千円
　交付金  　　　　　　1947万円
主な歳出
　基金積立金  　2023万6千円
　償還金  　　　　2744万5千円
　一般会計繰出し、予備費　2165万4千円営業費用　84万円増

　　　議会だより  かどがわ  No.156

※1　門川の地場産品を
積極的に売り込んでいく
ためにブランド認定を
する。

※2　ドローンの
活用で門川の魅力を
町内外にアピール

ドローン

実質収支額　2億539万7千円の黒字　実質収支比率4.6％

特徴的な事業

地域おこし協力隊：西門川、牧山地域おこし協力隊：西門川、牧山 かどっぴータクシー運行開始かどっぴータクシー運行開始
国民健康保険事業

後期高齢者医療

簡易水道事業

介護保険事業

※執行率とは、支出済額（歳出）を予算現額で割ったもの
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問
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

の
生
息
地
は
、
東
京
都
神

津
島
村
な
ど
３
カ
所
な
の

か
。

答
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ

の
生
態
に
つ
い
て
は
�
解

明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が

多
く
�※

ジ
オ
ロ
ケ
�
タ
�

︵
Ｇ
Ｐ
Ｓ
︶
で
の
調
査
で
観

測
さ
れ
た
�
国
内
で
は
�

福
岡
県
�
山
口
県
�
東
京
都
�

北
海
道
で
も
生
息
が
確
認

さ
れ
た
�

問
子
育
て
支
援
事
業
は
福

祉
課
と
の
連
携
は
で
き
な

い
か
。

答
連
携
は
大
切
で
あ
る
と

思
�
て
い
る
�
今
後
は
�

家
庭
教
育
力
の
向
上
を
目

指
し
て
親
育
て
�
親
育
ち

に
着
目
し
�
広
報
活
動
�
講

演
会
の
開
催
な
ど
広
い
周

知
活
動
を
し
て
�
家
庭
教

育
力
向
上
の
親
育
ち
の
活

問
奨
学
金
の
公
募
時
期
は
。

答
例
年
�
町
広
報
３
月
号

で
募
集
を
か
け
て
い
る
�

対
象
は
高
校
�
専
門
学
校
�

短
大
�
大
学
に
在
学
中
ま

た
は
次
年
度
在
学
予
定
の

方
�

問
30
年
度
の
給
食
調
理
業

務
契
約
の
更
新
時
期
に
あ

た
り
、
29
年
度
に
審
査
が

あ
っ
た
が
何
社
か
ら
応
募

が
あ
っ
た
の
か
。

答
プ
ロ
ポ
�
ザ
ル
︵
総
合

評
価
︶
方
式
で
行
い
４
社

参
加
が
あ
り
�
選
考
委
員

会
で
１
社
を
選
考
し
て
い

る
�

動
を
行
�
て
い
き
た
い
�

問
大
規
模
な
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
改
修
を
行
っ
た
が
、

利
用
者
数
は
。

答
２
万
４
２
５
０
人
�
改

修
前
と
比
べ
て
�
季
節
を

問
わ
ず
平
均
的
に
利
用
し

て
い
る
�

問
県
指
定
の
ウ
ス
ギ
モ
ク

セ
イ
は
ど
の
よ
う
に
保
護

管
理
し
て
い
る
の
か
。

答
小
松
地
区
の
高
齢
者
ク

ラ
ブ
に
周
り
の
除
草
�
清

掃
な
ど
を
行
�
て
も
ら
�

て
い
る
�

問
書
画
カ
メ
ラ
と
は
。

答
授
業
で
手
元
の
作
業
や

ノ
�
ト
な
ど
を
ス
ク
リ
�

ン
に
拡
大
す
る
こ
と
で
�

ク
ラ
ス
全
体
に
理
解
を
深

め
る
�
各
ク
ラ
ス
に
１
台

整
備
し
て
い
る
�

問
障
が
い
福
祉
費
が
28
年

度
と
比
べ
る
と
5
2
0
0

万
円
増
え
て
い
る
理
由
は
。

答
扶
助
費
と
新
規
事
業
の

障
害
者
基
本
計
画
等
策
定

業
務
な
ど
の
委
託
料
に
よ

る
も
の
�

問
児
童
福
祉
の
負
担
金
が

前
年
度
と
比
べ
て
減
っ
た

理
由
は
。

答
29
年
度
４
月
か
ら
南
町

保
育
園
と
い
す
ず
保
育
園

が
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行

し
�
保
育
料
を
徴
収
す
る

こ
と
が
な
く
な
�
た
た
め
�

問
待
機
児
童
数
は
。

答
平
成
29
年
４
月
１
日
現

在
８
人
�
30
年
４
月
１
日

現
在
５
人
�

問
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
は
ど
う
い
う
こ
と

を
し
て
い
る
の
か
。

答
認
知
症
の
疑
い
が
あ
る

方
を
医
療
・
介
護
に
つ
な

げ
て
い
く
役
割
を
担
�
て

い
る
�
家
族
の
理
解
も
必

要
で
あ
る
�

問
健
康
診
断
の
受
診
状
況

で
受
診
率
が
低
い
検
診
の

種
類
は
何
か
。

答
大
腸
内
視
鏡
検
診
の
受

診
率
が
特
に
低
く
な
�
て

い
る
�
通
知
内
容
が
変
わ

�
た
こ
と
に
よ
り
�
住
民

に
﹁
自
分
が
内
視
鏡
検
診

の
対
象
に
な
�
て
い
る
﹂

と
い
う
こ
と
が
伝
わ
り
に

く
い
案
内
と
な
�
て
し
ま

�
た
た
め
で
あ
る
�
30
年

度
は
受
診
率
が
上
が
る
対

策
を
計
画
し
て
い
る
�

問
予
防
接
種
実
績
の
市
郡

単
価
と
広
域
単
価
の
違
い

は
。

答
日
向
市
�
東
臼
杵
郡
の

医
師
会
の
単
価
と
県
医
師

会
の
単
価
の
違
い
�
日
向

市
�
東
臼
杵
郡
管
内
以
外

で
予
防
接
種
す
る
場
合
は

広
域
単
価
に
な
る
�

問
後
期
高
齢
者
の
被
保
険

者
3
人
は
ど
こ
が
減
っ
た

の
か
。

答
29
年
度
毎
月
の
増
減
が

あ
る
�
夏
場
に
か
け
て
は

増
加
に
転
じ
て
い
る
が
�

冬
場
に
か
け
て
減
少
傾
向

に
あ
る
�

　

高
齢
化
や
健
康
と
医
療

費
等
は
�
住
民
に
と
�
て

近
年
重
要
度
が
高
ま
�
て

い
る
�
一
方
�
行
政
側
は

対
応
に
努
力
さ
れ
て
い
る

が
�
問
題
の
大
き
さ
複
雑

さ
に
対
応
が
困
難
と
な
�

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
�

ま
た
�
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
検
討
が
求
め
ら
れ
る
時

期
に
き
て
い
る
と
思
わ
れ

る
�

(

記　

小
林)

決　

算　

審　

査

決　

算　

審　

査

総
務
財
政
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

総
務
財
政
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

総
務
課文

教
厚
生
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

社
会
教
育
課

教
育
総
務
課
・
共
同
調
理
場

教
育
総
務
課

社
会
教
育
課

委
員
会
の
意
見

財
政
課
・
新
庁
舎
建
設
室

議
会
事
務
局

税
務
課

福
祉
課

町
民
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

委
員
会
か
ら
の
意
見

門
川
南
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

決　

算　

審　

査

決　

算　

審　

査

問
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
借
上

げ
と
町
保
有
の
場
合
の
比

較
は
。

答
当
初
�
切
り
替
え
時
に

試
算
し
て
い
る
が
�
直
近

で
は
比
較
し
て
い
な
い
�

問
月
残
業
1
0
0
時
間
超

の
職
員
は
。

答
平
成
29
年
度
�
３
人
�

問
施
設
管
理
委
託
料
は
個

人
と
の
契
約
か
。

答
業
者
委
託
で
あ
る
�

問
臨
時
、
非
常
勤
職
員
の

人
数
は
。

答
町
長
部
局
32
人
�
教
育

委
員
会
29
人
の
計
61
人
︵
30

年
３
月
末
︶�

問
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
。

答
町
管
理
３
２
４
基
の
う

ち
28
基
�
約
８
・
６
％
済
�

　

老
朽
化
し
て
い
る
箇
所

か
ら
切
り
替
え
て
い
く
�

均
２
時
間
程
度
�
業
務
委

託
な
ど
で
減
ら
し
て
い
き

た
い
�

問
場
外
車
券
売
場
周
辺
環

境
整
備
協
力
金
の
補
助
率

の
見
通
し
は
。

答
公
民
館
な
ど
の
整
備
補

助
に
充
て
�
加
草
地
区
4

分
の
3
�
他
地
区
２
分
の

1
�

　

区
長
会
な
ど
で
意
見
を

聞
い
て
い
く
�

問
自
主
防
災
組
織
活
動
事

業
補
助
の
状
況
は
。

答
5
地
区
に
補
助
�
加
草

3
区
で
﹁
避
難
路
の
コ
ン

ク
リ
�
ト
舗
装
﹂�
庵
川
東

区
﹁
避
難
路
の
除
草
シ
�

ト
�
手
す
り
の
追
加
�
資
機

材
倉
庫
設
置
﹂�
南
町
１
区

﹁
避
難
場
所
の
コ
ン
ク
リ
�

ト
舗
装
﹂�
城
ケ
丘
区
﹁
炊

き
出
し
用
か
ま
ど
購
入
﹂�

上
町
区
﹁
非
常
用
照
明
設

備
﹂
な
ど
�

問
原
山
町
営
住
宅
跡
地
の

賃
貸
状
況
は
。

答
日
向
病
院
に
月
10
万
円

で
貸
付
け
�

問
新
庁
舎
建
設
町
民
審
議

会
の
開
催
状
況
は
。

答
審
議
会
委
員
21
人
�
基

本
構
想
段
階
で
４
回
�
基

本
計
画
時
に
５
回
計
９
回
�

問
残
業
状
況
は
。

答
12
月
か
ら
５
月
ま
で
の

納
税
申
告
時
期
な
ど
は
残

業
が
多
い
が
�
現
在
は
平

問
心
の
杜
の
老
朽
化
対
策
、

運
営
方
針
見
直
し
は
。

答
本
年
20
周
年
を
迎
え
�

保
全
会
と
連
携
し
修
繕
な

ど
計
画
的
に
更
新
し
て
い

く
�

問
各
事
業
の
検
証
は
。

答
地
方
創
生
推
進
会
議
で

報
告
�

問
町
内
の
空
き
家
は
。

答
昨
年
調
査
で
１
１
７
件

把
握
�
活
用
で
き
る
か
検

討
し
て
い
る
�

１. 

心
の
杜

　

町
負
担
分
の
改
善
が
見

ら
れ
な
い
�

　

視
点
を
変
え
�
施
設
は

緊
急
避
難
所
で
も
あ
る
の

で
﹁
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
﹂
等
の
活
用
で
�
体
育
館

に
空
調
設
備
を
新
設
�
ス

ポ
�
ツ
合
宿
�
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
・
誘
致
な
ど
で
使

用
料
増
収
を
図
る
�

２. 

新
庁
舎
建
設

　

基
本
構
想
�
基
本
計
画

の
策
定
が
終
了
�
実
施
設

計
の
段
階
で
あ
る
�

　

高
額
な
建
設
費
を
鑑
み
�

町
民
へ
の
説
明
機
会
�
周

知
徹
底
を
図
り
�
庁
舎
建

設
へ
の
理
解
度
を
増
す
よ

う
に
�

３. 

職
員
数

　

所
属
課
�
時
節
等
に
よ

り
時
間
外
勤
務
は
避
け
ら

れ
な
い
が
�
一
部
の
職
員

に
負
担
が
か
か
る
こ
と
は

避
け
る
べ
き
�

　

ス
ト
レ
ス
チ
�
�
ク
の

活
用
や
�
そ
れ
ぞ
れ
の
課

の
適
切
な
人
員
配
置
を
望

む
�

４. 

企
業
誘
致

　

県
と
連
携
し
�
企
業
訪

問
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

と
�
地
元
企
業
へ
の
支
援

強
化
を
す
る
こ
と
で
地
元

雇
用
の
拡
大
を
願
う
�

５. 

消
防
・
防
災
関
連

　

消
防
機
庫
並
び
に
消
防

設
備
の
充
実
�
自
主
防
災

組
織
整
備
事
業
補
助
金
の

利
用
促
進
�
地
域
住
民
の

防
災
意
識
の
向
上
を
高
め

る
べ
き
�︵

記  

米
良　

格
︶

答

問

社会福祉センター 現地調査

草川小学校 現地調査

本年20周年 心の杜

加草3区避難路舗装

本年20周年 心の杜

※

ジ
オ
ロ
ケ
�
タ
�

鳥
の
脚
な
ど
に
装
着
し
�
そ
の

移
動
経
路
を
調
査
す
る
た
め
の

小
型
装
置



産
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建
設
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委
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会
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決　

算　

審　

査

産
業
建
設
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

問
観
光
用
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
は

ど
の
よ
う
な
活
用
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
豪
華
列
車
な
な
つ
星
の

停
車
時
に
乗
客
に
絆
創
膏

を
配
布
�
手
旗
は
な
な
つ

星
の
送
迎
時
に
配
布
�
ハ

ン
ド
タ
オ
ル
は
町
外
か
ら

の
来
町
者
に
配
布
�
ス
テ

�
カ
�
は
裸
ま
い
り
や
小

園
臼
太
鼓
の
時
に
配
布
し

て
い
る
�

問
乙
島
の
利
用
者
数
は
。

答
昨
年
は
宿
泊
者
数
が
３

１
８
人
で
今
年
は
４
０
０

人
程
度
�
日
帰
り
だ
と
８

�
９
０
０
人
ほ
ど
�

問
乙
島
の
キ
ャ
ン
プ
場
施

設
の
改
修
内
容
は
。

答
炊
飯
棟
流
し
台
の
更
新

や
ウ
�
ド
デ
�
キ
２
基
の

増
設
を
実
施
�

問
水
田
農
業
構
造
改
革
対

策
事
業
で
の
面
的
集
積
地

の
数
値
は
。

答
重
点
実
施
地
区
と
し
て

庵
川
東
が
28
㏊
の
う
ち
17

㏊
�
上
井
野
が
16
㏊
の
う

ち
10
㏊
�
こ
の
他
に
中
村
�

五
十
鈴
�
城
屋
敷
が
対
象
�

問
水
稲
面
積
に
お
け
る
飼

料
用
米
等
へ
の
転
用
の
割

合
は
。

答
水
田
活
用
の
直
接
支
払

い
交
付
金
に
あ
�
て
は
飼

料
用
米
１
・
９
㏊
�
稲
発
酵

粗
飼
料
25
・
５
㏊
�
他
は
加

工
用
米
�

問
農
産
園
芸
振
興
事
業
に

お
け
る
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
で
の
内
容
と
対
象

戸
数
。

答
培
養
液
に
よ
り
作
物
を

栽
培
す
る
養
液
栽
培
︵
水

耕
栽
培
︶
が
４
人
と
�
植
物

に
と
�
て
光
合
成
を
行
う

上
で
必
要
な
二
酸
化
炭
素

を
つ
く
る
炭
酸
ガ
ス
発
生

装
置
の
導
入
が
２
人
�

問
担
い
手
支
援
対
策
事
業

で
認
定
農
業
者
の
更
新
状

況
は
。

答
更
新
期
間
は
５
年
で
57

法
人
を
認
定
�
残
る
28
法

人
は
再
認
定
で
あ
る
�

問
有
害
鳥
獣
駆
除
を
す
る

狩
猟
免
許
保
持
者
の
高
齢

化
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

答
猟
友
会
構
成
員
の
高
齢

化
は
把
握
し
つ
つ
�
今
年

か
ら
は
県
の
方
が
箱
罠
等

の
免
許
取
得
に
一
部
補
助

し
て
お
り
有
害
鳥
獣
対
策

を
講
じ
て
い
る
�

問
道
路
新
設
改
良
費
の
松

瀬
・
川
水
流
線
道
路
改
良

事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答
29
年
度
分
が
３
９
０
ｍ

竣
工
す
る
事
で
延
長
１
４

１
０
ｍ
が
完
成
し
た
�

問
道
路
改
良
事
業
で
の
南

ヶ
丘
・
山
ノ
口
線
の
進
捗

状
況
は
。

答
昨
年
度
は
用
地
買
収
と

測
量
な
ど
が
終
了
し
た
�

今
年
度
に
完
成
予
定
で
あ

る
�

問
住
宅
使
用
料
の
滞
納
額

に
つ
い
て
。

答
滞
納
額
は
１
７
０
０
万

円
ほ
ど
で
50
人
が
滞
納
し

て
お
り
�
前
年
度
か
ら
の

滞
納
者
が
31
人
�

問
門
川
高
校
通
線
の
梅
ノ

木
地
区
三
差
路
の
安
全
対

策
は
。

答
今
年
度
中
に
信
号
機
が

設
置
さ
れ
る
予
定
�

問
簡
易
水
道
の
工
事
請
負

費
の
内
容
は
。

答
上
井
野
地
区
に
あ
る
残

留
塩
素
計
の
更
新
に
よ
る

も
の
�

問
水
道
事
業
特
別
会
計
の

不
納
欠
損
の
内
訳
は
。

答
対
象
者
は
17
人
で
�
１

１
２
件
に
お
い
て
は
一
月

毎
の
水
道
料
金
を
示
し
て

い
る
�

問
し
尿
処
理
費
で
、
衛
生

セ
ン
タ
ー
修
繕
費
の
内
訳

は
。

答
脱
水
機
整
備
な
ど
の
９

件
分
�

問
衛
生
費
の
報
償
費
の
交

付
状
況
は
。

答
前
年
度
は
32
団
体
で
�

年
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ

る
�

問
地
区
清
掃
で
の
枝
や
草

の
処
理
は
。

答
透
明
の
ビ
ニ
�
ル
袋
に

入
れ
て
処
理
し
て
お
り
�

郡
内
統
一
し
た
取
扱
で
あ

る
�

(

記　

菊
地)

主
な
質
疑

所
管
事
務
調
査

決　

算　

審　

査

決　

算　

審　

査

総務財政常任委員会 所管事務調査について　
平成29年6月27日～29日　視察研修
山形県　東根市「ひがしね あそびあランド」　　　　
　　　　朝日町　役場
　　　　天童市　市役所

ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム

一　

般　

質　

問

手話言語条例の制定について

国や他市町村の状況を見る

中城　資力

町長

あなたの声を町政に一般質問一般質問
一般質問は議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、町長や教育委員長などの方針を問うものです。

５人が登壇!

問
平
成
28
年
4
月
に
障
害

者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
、行
政
機
関
に
は
障
が
い

者
の
権
利
利
益
を
侵
害
す

る
事
と
な
ら
な
い
よ
う
、社

会
的
障
壁
の
除
去
の
実
施

に
つ
い
て
必
要
か
つ
合
理

的
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
は
、障
が
い
に
関

す
る
相
談
・
悩
み
も
多
様

化
・
複
雑
化
し
て
き
て
お

り
、年
金
・
虐
待
・
生
活
困

窮
・
就
労
・
結
婚
と
い
っ
た

多
く
の
問
題
が
重
な
り
合

っ
て
起
き
て
い
る
状
況
で

す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、以
下

の
と
お
り
問
い
ま
す
。

① 

現
在
の
聴
覚
障
が
い
者

の
身
体
障
害
者（
児
）手
帳

交
付
状
況
は
。

② 

現
在
、門
川
町
役
場
に
聴

覚
障
が
い
者
が
相
談
に
訪

れ
た
場
合
、手
話
通
訳
が
で

き
る
職
員
が
何
人
配
置
さ

れ
て
い
る
か
。

③ 

「
手
話
言
語
条
例
」に
対

し
て
の
町
長
の
考
え
は
。

① 

現
在
�本
町
に
お
け
る
聴

覚
障
が
い
者
に
係
る
身
体

障
害
者
手
帳
は
８
月
24
日

現
在
で
99
人
の
方
に
交
付

さ
れ
て
い
る
�

② 

現
在
庁
舎
内
に
手
話
が

で
き
る
レ
ベ
ル
の
職
員
は

2
人
�庁
舎
内
の
各
部
署
に

お
い
て
は
�状
況
に
応
じ
て

筆
談
な
ど
で
可
能
な
限
り

対
応
し
て
い
る
�

　

今
後
�﹁
職
員
研
修
﹂の
中

で
�障
が
い
福
祉
に
対
す
る

組
織
的
な
対
応
も
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
�

③ 

言
語
条
例
に
関
し
て
は
�

町
民
に
対
し
て
新
た
な
義

務
を
課
す
る
面
も
あ
る
の

で
�国
や
他
市
町
村
の
状
況

を
見
な
が
ら﹁
手
話
言
語

法
﹂の
検
討
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
�

町
長

町
長

側
溝
清
掃
問
題

昨年の町一斉ラジオ体操（五十鈴小学校）

よしかつなかじょう

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

農
林
水
産
課

建
設
課

環
境
水
道
課

炭酸ガス発生装置農場 現地調査

栄ヶ丘団地D棟 現地調査

福祉ふれあい2017「手話コーラス」

小学校「手話指導」の様子
小学校「手話指導」の様子

福祉ふれあい2017「手話コーラス」

小学校「手話指導」の様子



（8）

インフラ関連

（9）

あなたの声を町政に

一 般 質 問一 般 質 問 ５人が登壇!

一般質問は議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育委員長などの方針を問うものです。

土砂揚場の確保は

詳細な残土処理場の計画をつくる

米良　格

町長

問
五
十
鈴
川
の
堆
積
土
砂

の
揚
場
の
調
査
は
。

　

一
昨
年
度
に
土
捨
場
の

適
地
調
査
済
み
�

　

町
内
５
か
所
の
候
補
地

を
選
定
し
�
概
算
土
量
の

推
計
�
排
水
対
策
�
候
補
地

の
地
権
者
調
査
な
ど
実
施

し
て
い
る
�

　

今
後
は
絞
り
込
み
�
関

係
地
権
者
の
了
解
の
も
と
�

排
水
対
策
�
防
災
対
策
を

含
め
詳
細
な
残
土
処
理
場

の
計
画
を
つ
く
る
�

問
直
近
で
も
平
成
26
年
、

28
年
、
29
年
と
台
風
、
豪
雨

な
ど
に
よ
り
、
氾
濫
、
冠
水

に
遭
い
、
五
十
鈴
川
の
河

川
土
砂
の
撤
去
の
要
望
が

上
が
っ
て
い
る
が
。

　

五
十
鈴
川
の
本
格
河
川

整
備
︵
土
砂
撤
去
な
ど
︶
に

つ
い
て
は
�
日
向
土
木
事

務
所
と
協
議
し
な
が
ら
連

携
し
て
取
組
ん
で
い
く
�

問
県
の
河
川
整
備
計
画
で

も
河
川
土
砂
の
撤
去
に
努

め
る
と
あ
り
、
本
町
も
土

砂
捨
て
場
を
早
急
に
確
保

す
べ
き
。

　

議
員
提
案
の
産
業
団
地

造
成
の
候
補
地
も
含
め
�

私
有
地
を
買
い
上
げ
�
捨

て
場
活
用
も
考
え
ら
れ
る

が
�
用
地
取
得
費
�
租
税
特

別
措
置
の
問
題
も
あ
り
�

し
�
か
り
と
し
た
計
画
を

立
て
る
必
要
が
あ
る
�

問
県
の
河
川
整
備
計
画
に

よ
る
と
、
五
十
鈴
川
の
基

本
高
水
ピ
ー
ク
流
量
は
、

更
生
橋
付
近
で
毎
秒

1
4
0
0
㎥
と
な
っ
て
い

る
。

　

体
積
土
砂
で
水
か
さ
が

増
さ
な
い
よ
う
、
県
と
協

議
し
て
欲
し
い
。

　

県
と
町
と
で
連
絡
調
整

を
図
り
な
が
ら
�
取
組
ん

で
い
く
�

問
現
在
、
こ
の
制
度
に
よ

り
委
託
し
て
い
る
本
町
の

事
業
に
つ
い
て
、
現
状
は
。

1 

期
間
、
内
容

2 

委
託
し
た
こ
と
で
の
メ

　

 

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

3 

今
後
の
制
度
利
用
の
見

　

 

通
し

　

18
年
４
月
よ
り
﹁
総
合

福
祉
セ
ン
タ
�
﹂�﹁
総
合

文
化
会
館
﹂�﹁
ク
リ
エ
イ

テ
�
ブ
セ
ン
タ
�
﹂�﹁
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
�
﹂�﹁
海

浜
総
合
公
園
﹂
の
５
施
設

を
当
初
３
年
間
�
そ
の
後

５
年
ず
つ
�
計
13
年
間
こ

の
制
度
で
運
営
し
て
お
り
�

来
年
度
が
更
新
の
時
期
�

　

基
本
的
に
施
設
の
使
用

許
可
の
業
務
�
建
物
�
付
属

設
備
�
備
品
の
維
持
管
理

の
業
務
委
託
で
あ
る
�

　

メ
リ
�
ト
と
し
て
�
住

民
サ
�
ビ
ス
の
質
の
向
上
�

多
様
化
す
る
住
民
ニ
�
ズ

へ
の
効
果
的
�
効
率
的
な

対
応
に
寄
与
し
て
い
る
�

デ
メ
リ
�
ト
は
な
い
�

あなたの声を町政に一般質問一般質問
一般質問は議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、町長や教育委員長などの方針を問うものです。

５人が登壇!

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長

会
計
管
理
者

建
設
課
長

農
林
水
産
課
長

町
長

町
長

議
会
の
テ
レ
ビ
放
送

ゴ
ル
フ
場
利
用
税

津
波
避
難
対
策

「
森
林
環
境
譲
与
税

（
仮
称
）」

本
町
の
指
定
管
理
者

制
度
活
用
状
況
は

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

　
　
　

へ
の
取
り
組
み　

林道塩見谷土々呂内線より

道の駅高千穂

愛宕山街区公園登り口

増水時の小園井堰付近

バ
ナ
ー
広
告
と
は

　

広
告
主
の
サ
イ
ト（
紹
介

画
面
な
ど
）に
つ
な
が
る
よ

う
に
、作
成
さ
れ
た
画
像

（
広
告
）。

　

１
つ
の
画
像
を
み
る
と
、

広
告
主
の
ペ
ー
ジ
に
つ
な

が
る
。有
料
広
告
と
し
て
扱

う
こ
と
が
で
き
る
。

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

　

来
年
度
か
ら
の
指
定
管

理
者
公
募
の
手
続
き
に
入

�
て
い
る
状
況
で
�
新
た

に
﹁
子
育
て
人
づ
く
り
セ

ン
タ
�
﹂
も
こ
の
制
度
へ

の
移
行
を
目
指
し
て
い
る
�

　

更
に
�
町
内
の
他
の
公

の
施
設
に
つ
い
て
も
�
今

後
�﹁
指
定
管
理
者
制
度
﹂

へ
移
行
す
る
か
ど
う
か
検

討
し
て
い
く
�

門
川
町
工
事
請
負

契
約
約
款

支
払
40
日
以
内

いたるめら
道の駅の設置は

幅広く意見を聞き検討

森川　春夫

町長

問
本
来
の
機
能
に
、
地
元

産
品
の
販
売
促
進
や
交
流

人
口
の
増
加
策
な
ど
を
加

え
た
、
地
域
の
核
と
な
る

よ
う
な
道
の
駅
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

　

設
置
の
条
件
や
補
助
制

度
の
問
題
�
設
置
後
の
運

営
等
も
含
め
�
中
・
長
期
的

な
視
点
に
立
�
て
�
農
業
・

漁
業
・
商
工
業
の
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
が
一
丸
と
な
�

て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
�

　

今
後
�
社
会
情
勢
な
ど

踏
ま
え
な
が
ら
関
係
機
関

を
含
め
�
幅
広
く
意
見
を

聞
く
中
で
�
検
討
し
て
参

り
た
い
�

問
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
の

レ
ベ
ル
2
の
場
合
、
津
波

到
達
最
短
時
間
が
16
分
、

浸
水
開
始
時
間
が
早
い
と

こ
ろ
で
20
分
以
内
と
想
定

さ
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
時
の
避

難
速
度
や
避
難
開
始
時
間

な
ど
の
調
査
結
果
や
夜
間

の
場
合
、
ま
た
河
川
や
橋

を
も
考
慮
す
る
と
、
前
述

の
想
定
の
時
間
内
に
避
難

す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ

れ
る
場
合
も
あ
り
、
避
難

困
難
地
域
を
見
直
す
必
要

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

町
や
自
主
防
災
組
織
の

定
め
た
一
時
避
難
場
所
が

68
箇
所
あ
り
�
消
防
庁
の

定
め
た
避
難
で
き
る
限
界

距
離
の
目
安
で
あ
る
５
０

０
ｍ
の
円
は
幾
重
に
も
重

な
り
合
う
状
況
で
あ
る
の

で
�
避
難
困
難
な
地
区
は

な
い
と
考
え
て
い
る
�

　

巨
大
地
震
・
津
波
に
対

し
て
は
�﹁
命
を
守
る
﹂
こ

と
を
基
本
と
し
て
�
被
害

の
最
小
化
を
主
眼
と
す
る

﹁
減
災
﹂
の
考
え
方
に
基
づ

き
�
防
災
・
減
災
教
育
や
啓

発
等
に
よ
り
�
迅
速
に
避

難
行
動
が
取
れ
る
よ
う
な

ソ
フ
ト
対
策
を
講
じ
て
い

く
こ
と
が
重
要
�

問
配
分
が
来
年
度
か
ら
導

入
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与

税（
仮
称
）の
使
途
に
つ
い

て
、
本
町
で
は
ど
う
い
う

使
わ
れ
方
を
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
新
た
な
森
林
管
理
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
現
段

階
で
の
考
え
方
は
。

　

使
途
に
つ
い
て
は
�
県
�

近
隣
市
町
村
や
関
係
機
関

と
連
携
を
と
り
�
本
町
や

地
域
に
あ
�
た
使
い
方
が

で
き
る
よ
う
�
協
議
�
検
討

を
重
ね
て
い
る
�

　

ま
た
�
新
た
な
森
林
管

理
シ
ス
テ
ム
に
は
�
本
年

度
に
林
地
台
帳
の
整
備
を

行
い
�
新
た
な
森
林
管
理

制
度
に
活
用
す
る
と
共
に
�

今
後
検
討
し
て
い
く
�

町
長

町
長

町
長
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もりかわ はるお

総合文化会館



丸バエ川の水害対策は
水永　正継

可能な対策を検討したい町長

インフラ関連

あなたの声を町政に

一 般 質 問一 般 質 問 ５人が登壇!

一般質問は議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育委員長などの方針を問うものです。

問
丸
バ
エ
川
流
域
は
、
過

去
に
台
風
や
大
雨
に
よ
る

水
害
を
被
っ
て
き
て
い
る
。

　

丸
バ
エ
川
流
域
の
水
害

の
原
因
は
。

　

区
画
整
理
事
業
が
さ
れ

た
が
�
水
田
と
し
て
整
備

さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
く
あ

り
全
体
的
に
地
盤
が
低
い
�

　

洪
水
時
に
満
潮
・
高
潮

の
影
響
で
丸
バ
エ
川
の
排

水
が
で
き
な
く
な
る
�

問
こ
の
地
域
の
水
害
対
策

の
構
想
は
。

　

川
の
流
域
が
広
い
の
で

河
口
に
強
制
排
水
施
設
の

設
置
は
困
難
�

　

宅
地
が
高
い
地
域
の
道

路
の
か
さ
上
げ
�
簡
易
的

な
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
な

ど
検
討
�

　

国
道
10
号
の
冠
水
対
策

で
�
毎
年
町
は
国
土
交
通

省
・
県
と
協
議
し
て
い
る
�

対
策
を
検
討
し
た
い
�

問
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
倒
壊
の
危
険
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
安
全
対
策
は
。

　

学
校
の
ブ
ロ
�
ク
塀
は

改
修
工
事
に
着
手
し
た
�

　

民
間
の
ブ
ロ
�
ク
塀
は

所
有
者
管
理
な
の
で
�
鉄

筋
や
控
え
壁
の
有
無
な
ど

町
広
報
誌
な
ど
で
今
後
も

周
知
を
図
�
て
い
き
た
い
�

問
近
年
の
夏
の
暑
さ
は
異

常
で
あ
る
。
学
校
の
教
室

に
冷
房
装
置
は
設
置
で
き

な
い
か
。

　

国
の
方
で
も
﹁
学
校
設

置
環
境
改
善
交
付
金
制
度
﹂

が
あ
る
の
で
�
国
や
県
内

の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

し
た
い
�

問
過
去
の
集
団
予
防
接
種

等
に
よ
る
注
射
器
の
連
続

使
用
に
よ
り
C
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
の
恐
れ
が

あ
る
。
長
い
年
月
を
経
て

肝
臓
が
ん
に
移
行
す
る
こ

と
が
言
わ
れ
て
い
る
。

　

国
が
集
団
予
防
接
種
に

お
け
る
注
射
器
の
連
続
使

用
を
行
っ
た
時
期
は
。

　

昭
和
28
年
７
月
１
日
か

ら
昭
和
63
年
１
月
27
日
ま

で
�

問
ど
ん
な
集
団
予
防
接
種

を
行
っ
た
の
か
。

　

種
痘
・
三
種
混
合
・
麻
し

あなたの声を町政に一般質問一般質問
一般質問は議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、町長や教育委員長などの方針を問うものです。

５人が登壇!

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長

建
設
課
長

会
計
管
理
者

建
設
課
長

農
林
水
産
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

議
会
の
テ
レ
ビ
放
送

ゴ
ル
フ
場
利
用
税

教
室
に
冷
房
装
置
を

C
型
肝
炎
の
公
費
助
成
は

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

安
全
対
策
は

津
波
避
難
対
策

本
町
の
指
定
管
理
者

制
度
活
用
状
況
は

「
ふ
る
さ
と
納
税
」

　
　
　

へ
の
取
り
組
み　

門川城跡

愛宕山街区公園登り口

バ
ナ
ー
広
告
と
は

　

広
告
主
の
サ
イ
ト（
紹
介

画
面
な
ど
）に
つ
な
が
る
よ

う
に
、作
成
さ
れ
た
画
像

（
広
告
）。

　

１
つ
の
画
像
を
み
る
と
、

広
告
主
の
ペ
ー
ジ
に
つ
な

が
る
。有
料
広
告
と
し
て
扱

う
こ
と
が
で
き
る
。

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

ん
・
風
し
ん
・
日
本
脳
炎
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

予
防
接
種
と
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
�

問
C
型
肝
炎
検
査
の
受
診

方
法
は
。

　

町
が
実
施
す
る
肝
炎
検

診
に
申
し
込
み
を
行
い
�

集
団
検
診
ま
た
は
医
療
機

関
で
の
検
診
�

　

個
人
負
担
は
１
５
０
０

円
�
町
が
４
９
０
３
円
負

担
す
る
�
無
料
ク
�
ポ
ン

券
を
送
付
さ
れ
て
い
る
方

は
無
料
�

問
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
受

診
の
実
態
は
。

　

昨
年
度
は
ク
�
ポ
ン
対

象
者
９
４
６
人
の
う
ち
受

診
は
84
人
�
ク
�
ポ
ン
対

象
者
以
外
の
受
診
者
は
52

人
�
こ
れ
ま
で
に
２
４
６

２
人
が
受
診
�

　

肝
臓
が
ん
に
な
る
原
因

の
80
％
以
上
が
B
型
・
C

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
る
も
の
で
あ
る
�

門
川
町
工
事
請
負

契
約
約
款

支
払
40
日
以
内

まさつぐみずなが

問
門
川
城
跡
の
保
存
に
は
、

本
丸
跡
と
二
の
丸
の
間
の

斜
面
に
展
望
台
を
建
て
て

は
ど
う
か
。
原
型
保
存
に

最
善
の
方
法
で
は
。

　

門
川
城
物
語
は
中
世
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

時
に
は
こ
の
地
を
訪
れ
て
、

静
か
に
先
祖
の
こ
と
を
想

う
時
間
が
あ
っ
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

ま
す
。

　

門
川
城
跡
は
貴
重
な
史

跡
で
�
ま
ず
は
県
指
定
文

化
財
に
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
�

　

県
指
定
の
厳
し
い
管
理

条
件
で
保
護
・
保
存
し
て

い
く
こ
と
で
�
長
い
歴
史

や
風
土
�
先
人
た
ち
に
よ

り
培
わ
れ
�
守
ら
れ
て
き

た
財
産
を
後
世
に
引
き
継

い
で
い
け
る
の
で
は
な
い

か
�

　

県
の
指
定
を
受
け
る
た

め
に
は
�
地
権
者
の
同
意

や
地
元
関
係
者
の
理
解
を

深
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
�

文
化
財
保
護
審
議
会
な
ど

と
も
十
分
に
協
議
し
な
が

ら
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
�

　

ま
た
�
門
川
城
の
よ
う

な
山
城
は
�
特
に
当
時
の

景
観
が
残
�
て
い
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
た
め
�
増

設
や
植
栽
な
ど
の
工
事
は

地
形
を
壊
す
こ
と
に
つ
な

が
り
�
価
値
が
損
な
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
�

町
長
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取替え工事完了後
門川中ブロック塀

取替え工事完了後
門川中ブロック塀

丸バエ川河口の樋門

修繕された門川城跡の掲示板

門川城跡

修繕された門川城跡の掲示板

（10）（11）

門川城跡の保存

まずは県指定文化財に

米良　昭平

町長

しょうへいめら

　去る11月30日に、宮崎市で「住民とともに歩み信頼される議会へ」と題した議会広報研修会が、
宮崎県町村議会議長会主催で開催され、議会広報編集特別委員会委員全員が研修を受けました。
　講師は、宮崎県出身の全国町村議会広報コンクールで審査員を務めた議会広報サポーターの芳
野政明氏で、広報紙編集のポイントを全国の優良広報紙などを例に、わかりやすく講義していた
だきました。講義後に講師から、本町議会広報紙「かどがわ」No.150の個別指導を受け、各ペー
ジごとに助言をいただきました。
　読者の立場に立った編集で読みたくなる「議会だより」へという講師の言葉のとおり、皆さん
に手にとってもらえ読んでいただけるよう、よりよい紙面づくりに努めてまいります。

平成３０年度第６回議会報告会のお知らせ
今年度も以下により議会報告会を行います。多数ご参加ください。

◎日時、会場

◎内容
　議会の活動報告と住民との意見交換会を予定しています。

実施日 曜　日 時　間 会　場

10月31日

11月  1日

11月  2日

水

木

金

19時開会～20時30分閉会予定

19時開会～20時30分閉会予定

19時開会～20時30分閉会予定

宮ヶ原公民館

梅ノ木集会所

庵川東公民館
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こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

人　

事　

案　

件

条　

例　

の　

改　

正

条　

例　

の　

制　

定

発　

議

財　

産　

の　

処　

分

町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　

町
内
で
事
業
を
展
開
す
る
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
運
営
基
準
に
つ
い

て
�
そ
の
人
員
や
資
格
等
を
定
め
る
も

の
�

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

　

土
地
所
有
者
の
中
村
生
産
森
林
組

合
と
造
林
者
門
川
町
と
の
間
で
契
約

締
結
し
た
﹁
町
行
分
収
造
林
契
約
書
﹂

に
基
づ
き
�

ス
ギ  

８
３
１
２
本 

４
０
１
５
・
50
㎥

ヒ
ノ
キ 

８
７
０
本　

 

２
０
６
・
09
㎥

を
売
却
処
分
し
た
�

処
分
方
法　
　
　
　

  

指
名
競
争
入
札

仮
契
約
金
額　
　

  

８
２
３
万
5
千
円

契
約
相
手
方　

  

耳
川
広
域
森
林
組
合

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

記　

小
林)

町
景
観
条
例
の
制
定

　

町
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
関
し

て
�
町
の
責
務
や
町
民
及
び
事
業
者
の

責
務
を
定
め
る
ほ
か
�
景
観
計
画
を
制

定
し
�
景
観
計
画
区
域
内
の
一
定
の
行

為
の
届
出
を
義
務
付
け
�
そ
の
行
為
に

対
す
る
助
言
や
指
導
�
勧
告
な
ど
を
規

定
す
る
も
の
�

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

　

自
治
体
は
�
子
育
て
支
援
�
医
療
�

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
�
地
域
交
通
の

維
持
な
ど
�
果
た
す
役
割
が
拡
大
す
る

な
か
で
�
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
�

て
は
�
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も

り
�
社
会
保
障
の
充
実
�
地
方
財
政
の

確
立
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
�

こ
の
た
め
�
31
年
度
の
地
方
財
政
予
算

全
体
の
安
定
確
保
に
向
け
て
の
対
策

を
求
め
る
も
の
�

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成) 子育て人づくりセンター

改修工事前　上：門川中学校
　　　　　　下：草川小学校

歳入・歳出とも1300万円追加
総額　75億1400万円

意見交換の様子

要望書を土木事務所に提出

議会運営委員会

　

町
執
行
部
と
と
も
に
去

る
５
月
30
日
に
日
向
土
木

事
務
所
な
ら
び
に
７
月
５

日
に
県
土
整
備
部
に
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
�内
容

は
次
の
と
お
り
�

国
道
3
8
8
号
の
早
期
整

備
　

﹁
五
十
鈴
�
小
園
間
﹂は

国
道
10
号
か
ら
の
進
入
部

に
あ
た
り
�通
過
交
通
量
も

多
く
�住
民
に
と
�
て
大
変

危
険
な
道
路
状
況
と
な
�

て
い
る
�

　

ま
た
�﹁
庭
谷
�
黒
木
間
﹂

は
幅
員
狭
小
で
あ
る
が
沿

線
集
落
の
存
続
発
展
に
重

要
で
あ
り
�加
え
て
北
方
方

面
と
も
連
絡
し
�国
道
の
機

能
上
も
重
要
な
区
間
で
�２

つ
の
区
間
の
早
期
整
備
を

要
望
す
る
�

加
草
〜
中
村
線
の
県
道
認

定
　

県
道
認
定
の
要
件
に
合

致
し
な
い
と
の
回
答
を
得
�

町
と
し
て
も
理
解
し
て
い

る
が
�認
定
要
件
の
一
つ
に

﹁
高
速
自
動
車
国
道
等
の
イ

ン
タ
�
チ
�
ン
ジ
と
当
該

イ
ン
タ
�
チ
�
ン
ジ
と
密

接
な
関
係
の
あ
る
一
般
国

道
又
は
都
道
府
県
道
と
を

連
絡
す
る
道
路
﹂が
あ
り
�

こ
の
要
件
に
準
じ
て
重
要

な
路
線
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
�今
後
と
も
路
線
整
備

に
向
け
た
指
導
を
お
願
い

す
る
�

県
道　

八
重
原
〜
延
岡
線

の
改
良
整
備
促
進

　

三
ケ
瀬
集
落
の
唯
一
の

生
活
道
路
及
び
通
学
路
で

あ
り
�基
幹
産
業
の
林
業
や

養
鶏
業
の
産
業
道
路
で
も

あ
る
�当
区
間
の
早
期
完
成

に
よ
り
�地
域
の
安
心
安
全

な
交
通
環
境
が
進
捗
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
�

五
十
鈴
川
の
河
川
改
修
及

び
防
災
対
策

　

河
川
に
並
行
す
る
国
道

3
8
8
号
周
辺
に
優
良
農

地
と
集
落
が
形
成
さ
れ
て

い
る
�過
去
に
は
洪
水
被
害

が
度
々
発
生
し
�特
に
一
昨

年
の
台
風
で
は
�流
域
の
人

家
や
農
地
に
大
き
な
洪
水

被
害
が
発
生
し
�被
害
当
事

者
か
ら
対
策
を
求
め
る
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
�抜

本
的
対
策
が
必
要
で
あ
る

の
で
河
川
整
備
計
画
策
定

に
続
い
て
�早
期
に
本
格
的

な
河
川
改
修
を
要
望
す
る
�

　
　
　
　
　

  (

記　

菊
地)

　

先
の
３
月
定
例
会
に
て
�

設
置
し
た
本
委
員
会
は
�現

在
�議
会
基
本
条
例
制
定
の

先
進
町
議
会
の
例
を
参
考

に
�検
討
項
目
を
48
項
目
挙

げ
�３
グ
ル
�
プ
に
分
か
れ

て
�
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
�

　

今
後
�県
内
の
先
進
議
会

へ
ア
ン
ケ
�
ト
や
視
察
研

修
を
行
い
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
�

　

ま
た
�
地
区
会
長･

自
治

公
民
館
長
連
合
会
か
ら
要

望
の
あ
�
た
�議
会
議
員
定

数
削
減
及
び
町
長･

町
議
会

議
員
選
挙
の
同
時
実
施
調

査
委
員
会︵
仮
称
︶の
設
置

は
�新
に
特
別
委
員
会
を
設

け
ず
に
�本
委
員
会
に
こ
の

２
項
目
を
付
託
し
て
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
�

前
述
の
基
本
条
例
と
平
行

し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
�

　
　
　
　
　

  

︵
記　

森
川
︶

教
育
委
員
の
任
命
同
意

　

現
委
員
が
本
年
９
月
30
日
を
も
�

て
任
期
満
了
に
伴
い
�
次
期
委
員
の
任

命
の
同
意
を
求
め
る
も
の
�

　

久
保　

廣
良
氏
︵
再
任
︶

　
　
　
　
　
　
　

 (

同
意
・
全
員
賛
成)

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

本
町
の
魅
力
的
な
地
場
産
品
等
を

﹁
門
川
ブ
ラ
ン
ド
﹂
と
し
て
認
定
し
�
販

路
拡
大
及
び
包
括
的
な
Ｐ
Ｒ
を
推
進

す
る
た
め
に
設
置
す
る
﹁
門
川
推
進
会

議
﹂
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進
委
員
の
報
酬
等

を
規
定
す
る
も
の
�

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

子
育
て
人
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
設
置
条

例
の
一
部
改
正

　

指
定
管
理
者
の
公
募
を
行
う
に
あ

た
�
て
�
近
隣
同
種
の
施
設
と
運
営
に

関
す
る
条
件
を
同
じ
と
す
る
こ
と
で

広
域
的
な
連
携
な
ど
の
質
の
高
い
計

画
を
も
�
た
応
募
が
望
め
�
安
定
し
た

運
営
が
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
�

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

産
業
建
設
常
任
委
員
会

現
地
調
査
報
告

要
望
活
動

議
会
活
性
化

　
　

特
別
委
員
会

議 

会 

の 

動 

き

　

過
日
�
竹
名
地
区
会
長

か
ら
平
成
28
年
度
発
生
の

浸
水
被
害
を
受
け
て
�
今

後
さ
ら
に
被
害
が
増
大
す

る
事
が
懸
念
さ
れ
る
と
の

相
談
が
あ
り
�
現
地
視
察

を
行
�
た
�

　

現
場
は
地
区
公
民
館
周

辺
で
�
以
前
と
比
較
し
て

浸
水
被
害
の
発
生
す
る
頻

度
が
多
く
な
�
た
場
所
で
�

構
造
的
問
題
�
近
年
の
集

中
豪
雨
な
ど
の
降
水
量
の

問
題
�
広
域
農
道
開
通
に

よ
り
大
雨
時
の
水
量
の
増

加
な
ど
に
よ
る
の
で
は
な

い
か
と
説
明
を
受
け
た
�

　

地
区
の
方
々
も
水
の
浸

入
防
止
柵
な
ど
の
準
備
は

し
て
い
る
が
�
急
な
増
水

時
に
は
高
齢
の
た
め
早
急

な
対
応
が
困
難
で
あ
る
な

ど
の
問
題
も
あ
る
�

　

地
区
役
員
と
の
意
見
交

換
会
で
は
�
工
事
車
両
等

の
通
行
す
る
際
に
発
生
し

た
で
あ
ろ
う
轍
の
路
面
補

修
の
要
望
を
し
て
も
未
だ

改
善
が
見
ら
れ
な
い
�

　

ま
た
�
浸
水
の
一
つ
の

要
因
と
考
え
ら
れ
る
治
山

ダ
ム
の
堆
積
土
砂
の
早
急

な
撤
去
を
お
願
い
し
た
い
�

　

た
め
池
の
修
復
工
事
の

時
に
発
生
し
た
土
砂
が
民

家
付
近
に
溜
ま
り
未
だ
除

去
さ
れ
て
い
な
い
�

　

川
の
土
砂
を
20
ｍ
に
わ

た
�
て
除
去
し
た
が
�
継

続
し
て
や
ら
な
い
と
再
び

堆
積
し
て
浸
水
す
る
可
能

性
が
あ
る
�

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
が

あ
�
た
�
公
民
館
付
近
の

浸
水
被
害
に
つ
い
て
は
災

害
軽
減
を
図
る
た
め
�
水

路
に
架
か
る
橋
の
調
査
等

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
の
が
本
委
員
会
の
一

致
し
た
意
見
で
あ
る
�

　
　
　
　
　
　

︵
記  

菊
地
︶

　去る11月30日に、宮崎市で「住民とともに歩み信頼される議会へ」と題した議会広報研修会が、
宮崎県町村議会議長会主催で開催され、議会広報編集特別委員会委員全員が研修を受けました。
　講師は、宮崎県出身の全国町村議会広報コンクールで審査員を務めた議会広報サポーターの芳
野政明氏で、広報紙編集のポイントを全国の優良広報紙などを例に、わかりやすく講義していた
だきました。講義後に講師から、本町議会広報紙「かどがわ」No.150の個別指導を受け、各ペー
ジごとに助言をいただきました。
　読者の立場に立った編集で読みたくなる「議会だより」へという講師の言葉のとおり、皆さん
に手にとってもらえ読んでいただけるよう、よりよい紙面づくりに努めてまいります。

議員定数削減、町長町議同時選挙を検討

　6月議会で3月末に地区会長・自治公民館

長連合会から提出されました要望事項につ

いても検討するよう追加付託されました。

　要望の内容は、平成31年2月執行の町議

会議員選挙から、定数を現在の14人から

10人に削減することと、平成34年4月執行

予定の町長選挙において、町議会議員選挙

（任期4年を短縮して）も同時に行なうこと

の2つです。

　委員会内での議員間討議、同じ課題を持

つ他の町議会との意見交換、要望書提出者

である地区会長・自治公民館長連合会の理

事の皆さんとの意見交換や議員研修を行い

ながら、12月定例会において報告ができる

よう協議検討を進めています。

　　　　　　　　　　　　　（記　森川）

議会活性化特別委員会

『役場庁舎の高台移転計画の凍結と防災対策の抜本的見直しに関
する陳情書』の対応について（報告）

　本年9月3日付で「住民団体　門川町を考える会」より

町民8253名分の署名とともに提出された陳情書につき

ましては、「議長あずかり」とし、全議員へ配付いたしま

した。これは、9月18日に開催された議会運営委員会で

の審査を経て決定したもので、当議会としては、本年3

月定例会において関連予算を全会一致で可決しており

ますので、成立した議決を遵守していく姿勢です。

　また、新庁舎建設問題については、先日、町長に対し

これまで以上の町民の理解度を上げる対策を講じるよ

う要望したところです。町民の皆様のご理解ご協力の

ほどをよろしくお願いいたします。

平成29年　第３回定例会
　平成２９年第３回定例会は、９月５日から２１日までの１７日間開かれました。
　今議会では、諸般の報告、委員長報告が行われ、任命同意１件、条例改正２件、契約１件、
補正予算５件、決算認定６件、剰余金処分１件、発議２件の計１８件を一部委員会に付託して
慎重に審議し討論、採決を行い、すべて原案どおり可決・承認しました。
　一般質問では、９月６日、７日の２日間に６人の議員が登壇し、町政について論戦を行いま
した。

　去る７月２６日、臨時会が開催されました。案件は、補正予算議案１件で、審議の結果、全員賛成
により可決しました。

　歳入
　　　地方交付税・・・・・・・・・・・・・・・・1300万円
　歳出
　　　災害復旧費・・・・・・・・・・・・・・・・・550万円
　　　教育費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・750万円

平成30年　第1回　臨時会

平成30年第1回　臨時会

30年度一般会計補正予算

　集中豪雨・台風7号により被害のあった庭谷・津々良小

野線等の災害復旧に係る委託費など、また大阪府北部地震

における小学校ブロック塀倒壊に伴う学校施設の点検に

よって、安全対策を行なう草川小と門川中のブロック塀改

修の工事請負費
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刷
／
有
限
会
社　

第
一
印
刷

　

今
年
の
梅
雨
の
前
半
は
�
雨
が
少
な
く

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
�
よ
う
や
く
梅
雨
ら

し
い
天
気
に
な
�
て
き
ま
し
た
�

　

第
２
回
定
例
会
で
は
�
29
年
度
補
正
予

算
等
７
議
案
を
可
決
し
�
閉
会
し
ま
し
た
�

　

主
な
事
業
と
し
て
�
門
川
高
校
通
線
や

松
瀬
・
川
水
流
線
が
完
成
を
目
指
し
て
�

予
算
措
置
が
さ
れ
ま
し
た
�
新
た
な
道
が

で
き
る
こ
と
で
�
町
民
の
利
便
性
�
町
の

活
力
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
�　
　
　

　

こ
れ
か
ら
�
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
�

十
分
な
睡
眠
と
水
分
補
給
を
し
て
�
夏
を

乗
り
切
り
ま
し
�
う
�

︵
記　

小
林
︶

議
会
広
報
編
集
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委
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森
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米
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員　

小
林　

芳
彦

委　
　

員　

菊
地　

稿
治

議場に来てみらんね
９月議会には●人の方に傍聴いただきま
した。次回の定例会は１２月です。
心よりお待ちしています。
お問い合わせ：議会事務局
　　　　　　  TEL 63-1140（内線271）

シリーズ

　「どんぐりの会」のメンバーは、草川小学校児童

の保護者と地域の方たちの９人です。

　活動は、毎週金曜日の１時間目の授業が始まる

前の２０分間、各教室で１度に２学年４クラスに４

人で読んでいます。

　季節に合わせたり、行事に合わせたりしながら、

外国の本、関西弁の本など、子どもたちに喜んで

もらえるように、毎回本を選んでいます。

　本の内容で笑ったり、おどろいたりして、目をき

らきらさせて、注目して見てくれる子どもたちが

みんなとてもかわいいです。

　また、年に２回ほどメンバーが集まり、お茶を飲

みながら本の話や読み方の情報交換など、楽しく

打合せをしています。

　子どもが好きな方、本が好きな方、ボランティア

をしたい方、年齢、性別、地区に関わらずメンバー

を募集しています。

　読み聞かせしようよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（編　森川)

シリーズ

　本会は、地域の子どもを地域で見守ることを基
本理念とし、食事の機会を共に有することにより、
子どもたちの居場所づくり、コミュニケーションな
どを図ることを目的として、月１回実施し、６月で
１０回目となりました。
　子どもの孤食を少しでも和らげようと、ボラン
ティアスタッフも心を一つにし、美味しい料理作り
に朝早くから頑張っています。
　食べる前には「いただきます」、食べ終わったら
「ごちそうさまでした」と礼儀を忘れません。余っ
た時間は、大型紙芝居とゲーム等で遊んでいます。
　子ども食堂として拠点のない現時点では、加草
公民館を利用しています。地区回覧でお願いした
り、積極的な広報活動を通して、寄付金や野菜など
の食材の提供を呼びかけ、地域の方々の当活動へ
の理解と援助を求め、今後の定着を目指していき
ます。
　昨年、農水省の食育課が、子どもが遊ぶ場とし
て子ども食堂が広がっていくことを支援できるよ
う検討していくと、打ち出して１年が過ぎました。
少しでも早く子ども食堂支援をと願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（編　森川)

地域の力特集

⇧読み聞かせ活動中⇩

草川小学校読み聞かせボランティア

『どんぐりの会』
代表は、荒殿 亜矢さんです

草川小学校読み聞かせボランティア

『どんぐりの会』
メンバー９人（平成３０年度）

代表は、荒殿 亜矢さんです
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門川町議会では、町民の
皆さまのご意見・ご感想
を募集しています。

●議場にきてみらんね！
　9月議会には11人の方に傍聴いただきました。次回
の定例会の予定は12月4日（火）から12月10日（月）ま
で7日間の日程で開催される予定です。（※日程は変更
になる場合があります。）どなたでも傍聴できますので、
ぜひお越しいただき、皆さまのご意見・ご感想をお願い
いたします。

●議会を読んでみらんね！
　議会だよりは定例会開催の翌月
に年4回発行しています。ぜひ議会
の活動を知る時間にしてください。
次回は1月に発行予定です。

お問い合わせ：議会事務局
　　　　　　  TEL 63-1140（内線271）

　議会だよりに
対するご意見・ご
感想もお寄せく
ださい。
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できますので、ぜひお越しいただき、皆さまのご意見・ご感想をお願
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お問い合わせ：議会事務局　TEL 63-1140（内線271）
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